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新 聞 記 事

・新文化.“「専門書出版社と大学図書館」販売シェ
アは平均11％”．2014. 11. 13, p. 4

Web

・“Partnership meeting inspires Keio University 
to encourage access to special collections”. 
OCLC Research. 2015. 1. 16. http://www.oclc .
org/research/news/2015/01－16a .html , （参照 
2015－09－30）.

論 文 発 表

三　田  
保坂睦ほか．“国際図書館コンソーシアム連合 
（ICOLC： International Coalition of Library 
Consortia）2013年秋季会合参加報告”．大学図書
館研究．2014. 12. no. 101，p. 61－67.

日　吉  
市古みどり．“大学図書館員に求められるもの―時

代の変化を越えて”．『図書館は市民と本・情報を
むすぶ』勁草書房，2015，p. 219－226.

市古みどり．“電子ジャーナルの価格高騰とオープ
ン化が大学図書館に与える影響”．『孤立する日
本の研究プラットフォーム』総合研究開発機構，
2015，p. 45－59.

酒見佳世．“「剽窃」から正しい「引用」へ　―日吉
メディアセンターの取り組み―”．ITC年報．2013
年度．

信濃町  
吉沢亜季子．“慶應義塾大学信濃町メディアセンター

における増えゆく蔵書への対応”．医学図書館．
2015. 6，vol. 62，no. 2，p. 113－115.

理工学  
吉田真希子．“《トピックス》RSCオープンアクセス

バウチャーGold for Goldの導入”．薬学図書館．

・“慶應義塾大学三田メディアセンターにおける貴
重書活用の取組み（記事紹介）”．カレントアウェ
アネス・ポータル．2015. 1. 30. http://current .
ndl .go . jp/node/27887, （参照 2015－09－30）.

・“明確な目的と効果への意識が付加価値の高いITC 
環境を創る”．東洋経済オンライン．2015. 5. 15. 
http://toyokeizai .net/articles/－/69103, （参照 
2015－09－30）.

2014. 10，vol. 59，no. 4，p. 288.

SFC  
島田貴史．“大学図書館電子学術書共同利用実験プ

ロジェクト（特集 大学図書館2014）”．図書館雑
誌．2014. 12，vol. 108，no. 12，p. 800－803.

赤堀美和子．“慶應義塾大学看護医療学図書室での
LibGuidesを利用した情報提供サービスについて

（〈小特集〉第47回研究会）”．看護と情報．2015. 3，
vol. 22，p. 52－56.

梁瀬三千代．“美術館図書室SIG見学会  慶應義塾大
学湘南藤沢メディアセンター～Fabスペースをメ
インに～”．アート・ドキュメンテーション通信．
No. 106，2015. 8，p. 23.

長島敏樹．“大学図書館の学修支援パワーアップの
ヒント”．第16回図書館総合展キャリアパワー主
催フォーラム記録（小冊子）．2015. 2.

薬　学  
関恭子．“特集：平成26年度日本薬学図書館協議会

研究集会　参加記およびグループワーク報告　C
グループ”．薬学図書館．2015. 1，vol. 60，no. 1，
p. 49－51.
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研 究 発 表

本　部  
稲木竜.“新XooNIpsへの移行デモ”．XooNIps研究

会 2014 大阪ワークショップ．2014. 10. 10．於 関
西大学

五十嵐健一．“機関リポジトリにおける博論登録”．
XooNIps研究会 2014 大阪ワークショップ．2014. 
10. 10．於 関西大学

森嶋桃子．“Databases in university libraries : 
Backgrounds of e-resources”. Digital Humanities 
and the Future of Renaissance Studies．第53回
シェイクスピア学会．2014. 10. 12．於 学習院大学

五十嵐健一．“機関リポジトリログの標準処理・解
析結果表示システムの構築”．学術情報基盤オー
プンフォーラム2015．2015. 6. 12．於 学術情報セ
ンター

入江伸．“「ソフトウェアからコンテンツとクラウド
主導のシステムへ」～国際基準（MARC21）の
採用から18年目の状況～”．富士通 大学図書館ソ
リューションセミナー．2015. 7. 7　於 富士通株
式会社 東海支社 / 2015. 9. 3．於 富士通株式会
社 関西システムラボラトリ

三　田  
保坂睦.“Beyond the diversity : Communications 

among Japanese Academic Libraries”. ICOLC
（International Coalition of Library Consortia） 
2015 Spring Meeting． 2015. 4. 27． 於 The 
Desmond Hotel and Conference Center, Albany, 
NY

日　吉  
市古みどり．“研究力の調査分析に活かす図書館員

のマインド・知識・技術”．平成27年度東京大学
URA業務研修．2015. 8. 4．於 東京大学

信濃町  
舘田鶴子．“医学教育IT化とデジタル教科書：慶應医

学部における利用実験の概要”．第16回図書館総
合展フォーラム．2014. 11. 7．於 パシフィコ横浜

吉沢亜季子．“信濃町メディアセンターにおけるコレ 
クション管理：増えゆく蔵書への対応”．第21回
医学図書館研究会・継続教育コース．2014. 11. 20． 

於 聖マリアンナ医科大学
吉沢亜季子．“医学資料論（図書・雑誌）”．第22回

医学図書館員基礎研修会．2015. 8. 6．於 明海大
学浦安キャンパス

SFC  
長島敏樹．“大学図書館の学修支援パワーアップの

ヒント”．第16回図書館総合展．2014. 11. 5．於 
パシフィコ横浜

69

資
　
　
料


